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平井啓久 (教授),今井啓雄 (准教授),中村伸 (助
敬),平井百合子 (技能補佐員),光永総子 (教務補
佐fl),松井淳 (研究員 (グローバルCOE)),菅原
辛 (研究員 (研究機関)),上岩美幸 (リサーチレジ
デント),永友兜一郎,細川和也 (受託研究員),
波速正孝 (学外非常勤講師),田中美希子 (大学院生)
<研究概要>
A)レトロトランスポゾン様反復配列複合構造(RCRO)
のゲノム内機能の解析
平井啓久,松林清明 (入獄進化モデル研死センター)
RCROが存在するチンパンジー耶7汲色体をモデ
ルとして,RCROがおよぽすキアズマ抑制に関する解析
をおこなった.チンパンジー雄の減数分裂細胞を,FISH
法およびPArNT法を用いて規整したところ,RCROが
存在する7q31ならびにセントロメア近傍柳城にはキア
ズマが起こっていないことが明らかになった.
B)新世界ザル類の染色体進化
平井百合子,平井啓久 .
クモザルの全敗色体の彩色プローブを,敗色休田微
切断法を用いて作別し,各種新世界ザル規の汲色体分化
を分析した.
C)光受容蛋白質の研究
寺井洋平,二階堂雅史 岡田典弘(以上,東京工菜大学),
今元泰 (京都大学大学院理学研究科),片山耕大,古谷
祐詞,神取秀樹 (以上,名古屋工業大学),群田平,
今井啓雄
様々な動物種について視覚光受容環白質の比較機
能解析を行った.まず,カワスズメ科魚籾シクリッドの
赤色光受容蛋白質が生息環境依存的に変_Tq_しているこ
とを明らかにした.また,ロドプシンに広く保存されて
いるアミノ酸残基の変異が中間体の反応速度を変化さ
せ,生息環境特界的な細胞応答を引き起こす可能性を示
唆した.さらに,HEK293培弟細胞を用いてカニクイザ
ル赤色感受性光受容野白G{fを大魚に発現させ,フ-リ'ェ
変換赤外分光法により分子内の構造変化を観測するこ
とを試みた.
